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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、
　上記本体部に、当該本体部の一面を露出させ、また当該一面を内面で閉塞するように回
動可能に設けられた表示部と、
　上記表示部の上記内面に設けられた主表示手段と、
　上記表示部の上記内面の裏面となる外面に設けられた副表示手段と、
　上記本体部の上記一面に上記表示部の上記内面が近づけられて上記一面を上記内面で閉
塞する閉状態において上記副表示手段を必要に応じて選択すると共に、上記本体部の上記
一面から上記表示部の上記内面が離されて上記一面を露出させる開状態において上記主表
示手段及び上記副表示手段の一方又は両方を必要に応じて選択して、当該選択した上記主
表示手段及び又は上記副表示手段に所望する画像情報を表示させる表示制御手段と、
　上記表示部の上記外面の縁部に設けられ、所定の操作命令を入力するためのポインティ
ングデバイスと
　を具え、
　上記表示制御手段は、
　上記閉状態及び又は上記開状態において上記副表示手段に表示させる上記画像情報の表
示方向を制御すると共に、上記閉状態及び上記開状態において上記選択した上記副表示手
段及び又は上記主表示手段に上記画像情報を表示したときに上記ポインティングデバイス
を介して上記操作命令が入力されると、当該入力された操作命令に基づいて上記副表示手
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段及び又は上記主表示手段に上記画像情報を他の所望する画像情報に切り換えて表示させ
る
　情報処理装置。
【請求項２】
　上記表示制御手段は、
　上記開状態及び又は上記閉状態での回転表示の設定に応じて、上記副表示手段に上記画
像情報を上記外面と平行に回転させて表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　上記表示制御手段は、
　上記開状態及び又は上記閉状態において、上記副表示手段に表示させた上記画像情報を
上記外面と平行に所望する角度に回転させて表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　上記表示制御手段は、
　上記開状態及び上記閉状態に対して予め設定された表示状態に応じて、上記閉状態にお
いて上記副表示手段を選択すると共に、上記開状態において上記主表示手段及び上記副表
示手段の一方又は両方を選択して、当該選択した上記主表示手段及び又は上記副表示手段
に上記画像情報を表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　上記表示制御手段は、
　上記閉状態において上記副表示手段に上記画像情報を表示させ、上記開状態において上
記主表示手段を選択したときには、上記副表示手段に表示させている上記画像情報を上記
主表示手段に切り換えて表示させる
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　上記ポインティングデバイスは、
　上記表示部の上記外面に外側に突出しないように設けられる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は情報処理装置に関し、例えばノート型のパーソナルコンピュータに適用して好適
なものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ノート型のパーソナルコンピュータにおいては、本体部の所定の端部に表示部が支
持され、当該表示部が本体部の一面に近づく方向（以下、これを閉方向と呼ぶ）及びこれ
とは逆の本体部の一面から離れる方向（以下、これを開方向と呼ぶ）に回動し得るように
なされている。
【０００３】
そして本体部の一面には、複数の操作キーが配列されたキー配列部が設けられ、また表示
部の本体部側の内面には液晶パネルが設けられている。
【０００４】
これによりこのパーソナルコンピュータにおいては、本体部に対して表示部を開方向に回
動させてキー配列部及び液晶パネルを露出させる状態（以下、これを開状態と呼ぶ）にす
ると、各操作キーを介して操作命令を入力し得ると共に、この操作命令に基づく所定の処
理を実行して得られる画像情報を表示部の液晶パネルに表示し得るようになされている。
【０００５】
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これに対しこのパーソナルコンピュータにおいては、本体部に対して表示部を閉方向に回
動させて当該本体部の一面を閉塞させる状態（以下、これを閉状態と呼ぶ）にすると、容
易に持ち運ぶことができるようになされている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところでかかる構成のパーソナルコンピュータにおいては、小型軽薄化されて持ち運びに
便利なことから、ユーザにより通勤等の移動の際にも持ち運ばれるような場合が増えてき
ている。
【０００７】
これに加え自宅やオフィスのみならずに例えば通勤途中の電車の中などでも電子メールや
、スケジュール等の所望する画像情報を見るために使用される場合も増えてきている。
【０００８】
ところがこのパーソナルコンピュータにおいて、液晶パネルに所望する画像情報を表示す
るには本体部に対して表示部を開状態にする必要があり、ユーザが例えば電車の中で立っ
ていたり、又は歩行中等に所望する画像情報を見たいと思っても本体部に対して表示部を
開状態にし難い場合がある。従ってこのような場合には所望する画像情報を提供し難い問
題があった。
【０００９】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、本体部及び表示部の開閉に係わらずに所
望する画像情報を提供し得る情報処理装置を提案しようとするものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明においては、本体部と、当該本体部に、その一面を露
出させ、また当該一面を内面で閉塞するように回動可能に設けられた表示部と、当該表示
部の内面に設けられた主表示手段と、表示部の内面の裏面となる外面に設けられた副表示
手段と、本体部の一面に表示部の内面が近づけられて一面を内面で閉塞する閉状態におい
て副表示手段を必要に応じて選択すると共に、本体部の一面から表示部の内面が離されて
一面を露出させる開状態において主表示手段及び副表示手段の一方又は両方を必要に応じ
て選択して、当該選択した主表示手段及び又は副表示手段に所望する画像情報を表示させ
る表示制御手段と、表示部の外面の縁部に設けられ、所定の操作命令を入力するためのポ
インティングデバイスとを設けるようにし、表示制御手段が、閉状態及び又は開状態にお
いて副表示手段に表示させる画像情報の表示方向を制御すると共に、閉状態及び開状態に
おいて選択した副表示手段及び又は主表示手段に画像情報を表示したときにポインティン
グデバイスを介して操作命令が入力されると、当該入力された操作命令に基づいて副表示
手段及び又は主表示手段に画像情報を他の所望する画像情報に切り換えて表示させるよう
にした。
【００１１】
　この結果、本体部及び表示部を開状態にし難い場合でも、副表示手段に所望する画像情
報を表示させることができると共に、当該副表示手段に表示させた画像情報を表示内容が
逆さまにならないように正しい表示方向で見せることができ、また閉状態及び開状態にお
いて副表示手段及び又は主表示手段に画像情報を表示すると、ポインティングデバイスを
操作させて当該画像情報を他の所望する画像情報に切り換えて表示させることができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下図面について、本発明の一実施の形態を詳述する。
【００１３】
図１において、１は全体として本発明を適用したノート型のパーソナルコンピュータを示
し、本体部２の矢印ａに示す後方向の側壁２Ａに表示部３が支持され、当該表示部３が矢
印ｂに示す閉方向及びこれとは逆の開方向に回動し得るようになされている。
【００１４】
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そして本体部２の一面２Ｂの後側には、複数の操作キー４が配列されたキー配列部５が設
けられると共に、当該一面２Ａの前側にはポインティングデバイスとしてタッチパッド６
が設けられている。因みにタッチパッド６は、感圧式の検出部６Ａと、マウスの左クリッ
ク及び右クリックと同様の操作命令を入力し得る左クリックボタン６Ｂ及び右クリックボ
タン６Ｃとからなる。
【００１５】
一方表示部３の内面３Ａには、液晶パネル（以下、これをメインパネルと呼ぶ）７が設け
られている。また表示部３の内面３Ａの矢印ｃに示す上方向の端部には、爪部８が設けら
れ、当該表示部３が本体部２に対して閉状態となったときにこの爪部８と対向する本体部
２の一面２Ｂの所定部位にはこの爪部８と勘合する孔部９が設けられている。
【００１６】
そして表示部３の上方向の側壁３Ｂには、爪部８に対応させてスライドレバー１０が矢印
ｄに示す右方向及びこれとは逆の左方向にスライド自在に設けられ、図２に示すように、
表示部３を本体部２に対して閉状態にして爪部８を孔部９に勘合させたときにこのスライ
ドレバー１０をスライドさせることにより当該爪部を孔部９にロックし、又はこのロック
を解除し得るようになされている。
【００１７】
これによりこのパーソナルコンピュータ１においては、本体部２に対して表示部３を閉方
向に回動させて閉状態にしたときにスライドレバー１０が孔部９に勘合される爪部８をロ
ックし、かくして本体部２に対して表示部３を閉状態に保持して持ち運びできる。
【００１８】
これに対し本体部２に対して表示部３が閉状態のときに孔部９に勘合されている爪部８の
ロックをスライドレバー１０をスライドさせて解除すると、当該本体部２に対して表示部
３を開方向に回動させて開状態にすることができ、かくしてキー配列部５及びメインパネ
ル７を露出させて使用することができる。
【００１９】
因みに本体部２の一面２Ｂの前側右端部から前方向の側壁２Ｃ（図１）には、発光ダイオ
ード（LED:Light Emitting Diode）でなる電源ランプＰＬ、電池ランプＢＬ及びメッセー
ジランプＭＬが併設され、これら電源ランプＰＬ、電池ランプＢＬ及びメッセージランプ
ＭＬは、本体部２に対する表示部３の開状態及び閉状態のいずれの状態においても見るこ
とができるようになされている。
【００２０】
また本体部２の後方向の側壁２Ａのほぼ中央には、バッテリパック１１が本体部２に対し
て表示部３が閉状態のときにこの本体部２及び表示部３と外観上一体化するように設けら
れている。
【００２１】
さらに本体部２の右側壁２Ｄには、図３に示すように、そのほぼ中央に電源スイッチ１２
、プログラマブルパワーキー１３が設けられると共に、前側端部にＰＣＭＣＩＡ（Person
al Comuputer Memory Card International Association）カード（いわゆるＰＣ（Person
al Comuputer）カード）を挿入するためのスロット１４が設けられ、また後側端部に赤外
線データ通信用の赤外線通信ポート１５が設けられている。
【００２２】
これに対し表示部３の右側壁３Ｃには、ステレオスピーカ用の外部出力端子１６が設けら
れている。
【００２３】
また図４に示すように、本体部２の左側壁２Ｅには、前側端部から順にヘッドホン端子１
７、オーディオ入力端子１８、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）コネクタ１９、ＩＥＥＥ
（Institute of Electrical and Electronics Engineers ）１３９４インターフェイス対
応のＩＥＥＥ１３９４ケーブル用コネクタ２０、ＤＣ（Direct Current）電源入力端子２
１、フロッピーディスクドライブ用コネクタ２２、ポートリプリケータ用コネクタ２３及
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びモジュラージャック２４が設けられている。
【００２４】
これに対し表示部３の左側壁３Ｄには、タッチパッド６（検出部６Ａ）に操作命令を入力
するためのスタイラスペン２５を着脱自在に収納し得るペン収納ポケット２６が開閉自在
に設けられると共に、ステレオスピーカ用の外部出力端子２７が設けられている。
【００２５】
かかる構成に加えこのパーソナルコンピュータ１の場合、図５に示すように、表示部３の
外面３Ｅには、メインパネル７と同様構成でなる液晶パネル（以下、これをサブパネルと
呼ぶ）３０が設けられると共に、当該サブパネル３０の近傍の所定位置にはポインティン
グデバイスとしてジョイスティック３１が設けられている。
【００２６】
また本体部２の一面２Ｂの孔部９の中には、表示部３の爪部８が勘合されたときにこの爪
部８によって押下される開閉検出スイッチが設けられ、当該開閉検出スイッチにより本体
部２に対して表示部３が開状態か、又は閉状態かを検出し得るようになされている。
【００２７】
これによりこのパーソナルコンピュータ１においては、表示部３を本体部２に対して閉状
態にした場合には、電源スイッチ１２を介してオン状態となると必要に応じてサブパネル
３０に複数のアイコンが設けられた所定の初期画面を表示し得ると共に、この状態におい
てジョイスティック３１を介して操作命令が入力されるとこの操作命令に基づいて初期画
面上に所望する画像情報を重ねて表示させことができるようになされている。
【００２８】
これに対しこのようにサブパネル３０に所望する画像情報を表示させた状態において、孔
部９に勘合されている爪部８のロックをスライドレバー１０をスライドさせて解除し、本
体部２に対して表示部３を開方向に回動させると、これを開閉検出スイッチにより検出し
、この結果サブパネル３０に表示させている初期画面及び所望する画像情報をメインパネ
ル７に切り換えて表示させ、又はサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画
面及び画像情報を表示させることができるようになされている。
【００２９】
これによりこのパーソナルコンピュータ１においては、通勤途中の電車の中や、歩行中等
のように本体部２に対して表示部３を容易には開状態にし難い場合でも、所望する画像情
報をサブパネル３０に表示させて容易に見ることができるようになされている。
【００３０】
因みにサブパネル３０の表面には、比較的硬質で、かつ透明な例えばアクリル板３２が設
けられ、これによりサブパネル３０をその視認性を損なうことなく外部の衝撃等から保護
し得るようになされている。そしてこのアクリル板３２は、その表面が表示部３の外面３
Ｅから突出しないように設けられ、外力が加えられた場合にサブパネル３０の表面から剥
離することを防止し得るようになされている。
【００３１】
またジョイスティック３１においては、スティック状のポインタ（以下、これをスティッ
クポインタと呼ぶ）３１Ａが表示部３の外面３Ｅに対してほぼ垂直に押下されると決定命
令等を入力し得るようになされている。
【００３２】
従ってこのジョイスティック３１は、スティックポインタ３１Ａの先端が表示部３の外面
３Ｅから突出しないように設けられ、これによりパーソナルコンピュータ１を持ち運ぶ際
に鞄の中等でこのスティックポインタ３１Ａが不必要に押下されることを防止して誤操作
を防止し得るようになされている。
【００３３】
ここで実際上このパーソナルコンピュータ１の内部においては、図６に示すように、ＣＰ
Ｕ（Central Processing Unit ）３５にＰＣＩ（Peripheral Component Interconnect ）
バスでなる内部バス３６を介してＲＡＭ（Random Access Memory）３７が接続されている
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と共に、スロット１４を介して必要に応じて挿入されるＰＣＭＣＩＡカード３８が接続さ
れる。
【００３４】
この場合ＣＰＵ３５は、各種機能を統括的に制御及び処理するコントローラであり、ＰＣ
ＭＣＩＡカード３８は、このパーソナルコンピュータ１に対して予め設定された機能以外
の特別な機能を付加するために必要に応じてスロット１４を介して挿入されるものである
。
【００３５】
また内部バス３６は、ＩＳＡ（Industrial Standard Architecture）バスでなる外部バス
３９に接続されており、当該外部バス３９には、ハードディスクドライブ４０、マイクロ
コントローラ構成でなるＩ／Ｏ（In/Out）コントローラ４１、キーボードコントローラ４
２、タッチパッドコントローラ４３、スティックポインタコントローラ４４、インターフ
ェイス４５、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）コントローラ４６及びモデム４７が接続
されている。
【００３６】
因みにハードディスクドライブ４０においては、内部のハードディスクにＯＳ（Operatin
g System）と共に、電子メールプログラム及びオートパイロットプログラム等の各種アプ
リケーションプログラムが予め記憶されており、ＯＳはＷｉｎｄｏｗｓ９５（ Microsoft
社、商標）等のパーソナルコンピュータ１において基本的な動作を実行するための基本プ
ログラムである。
【００３７】
　また電子メールプログラムは、電話回線のような通信回線等からネットワーク経由で通
信文を授受するためのプログラムであり、特定機能として着信メール取得機能を有してい
る。この着信メール取得機能は、外部のメールサーバ内にユーザ（自分）宛のメールが着
信しているかどうかを確認し、当該メールサーバ内にユーザ（自分）宛のメールがあると
きにはこれを取得するような処理を実行し得るものである。
【００３８】
さらにオートパイロットプログラムは、予め設定された複数の処理又はプログラムを予め
設定された所定の順序で順次実行するためのプログラムである。
【００３９】
またＩ／Ｏコントローラ４１は、ＣＰＵ５０と、例えばＥＥＰＲＯＭ（Electrically Era
sable ａnd Programmable Read Only Memory）でなるＲＯＭ（Read Only Memory）５１と
、ＲＡＭ５２とが相互に接続されてなり、現在時刻を常時計時して供給する現在時刻カウ
ンタ５３と、バックアップ用のバッテリ５４とが接続されている。
【００４０】
そしてＲＯＭ５１には、ＢＩＯＳ（Basic Input/Output System ）と呼ばれる基本入出力
システム５５と、ウェイクアッププログラム５６と、キー入力監視プログラム５７と、発
光ダイオード制御プログラム５８とが予め格納されると共に、ＲＡＭ５２には設定時刻レ
ジスタ５９と、キー入力ステイタスレジスタ６０と、操作キー／プログラム対応関係レジ
スタ６１と、発光ダイオード制御レジスタ６２とが設けられている。
【００４１】
ここで基本入出力システム５５は、ＯＳや各種アプリケーションプログラムと、周辺機器
（表示部３、キー配列部５、ハードディスクドライブ４０等）との間でデータの授受（入
出力）を制御するためのソフトウェアプログラムであり、ＣＰＵ５０はこの基本入出力シ
ステム５５に基づいてＯＳや各種アプリケーションプログラムと、周辺機器との間のデー
タの授受を制御する。
【００４２】
また設定時刻レジスタ５９には、ユーザが予め任意に設定した時刻（以下、これを設定時
刻と呼ぶ）を記憶し得るようになされており、ＣＰＵ５０はウェイクアッププログラム５
６に基づいて、現在時刻カウンタ５３から与えられる現在時刻がこの設定時刻レジスタ５
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９に記憶している設定時刻になったか否かを検出し、当該設定時刻になると所定の処理（
又はプログラム）を実行させる。
【００４３】
さらにキー入力ステイタスレジスタ６０には、操作キーフラグを格納し得るようになされ
ており、ＣＰＵ５０はキー入力監視プログラム５７に基づいてワンタッチ操作用のプログ
ラマブルパワーキー１３が押下されたか否かを監視し、当該プログラマブルパワーキー１
３が押下されるとこのキー入力ステイタスレジスタ６０に操作キーフラグを格納する。
【００４４】
さらに操作キー／プログラム対応関係レジスタ６１には、プログラマブルパワーキー１３
や、予め設定された操作キー４の組み合わせと、この組み合わせに応じて起動すべきアプ
リケーションプログラムとの対応関係を記憶し得るようになされており、ＣＰＵ５０はこ
のプログラマブルパワーキー１３や、予め設定された操作キーとが組み合わされて押下さ
れたときに対応するアプリケーションプログラムを起動させるための制御データを外部バ
ス３９及び内部バス３６を順次介してＣＰＵ３５に送出し、これによりＣＰＵ３５はこの
制御データに基づいて対応するアプリケーションプログラムを起動させる。
【００４５】
さらに発光ダイオード制御レジスタ６２には、操作キー／プログラム対応関係レジスタ６
１に記憶したアプリケーションプログラムが動作した後終了すると終了フラグを記憶し得
るようになされており、ＣＰＵ５０は発光ダイオード制御プログラム５８に基づいてこの
発光ダイオード制御レジスタ６２に終了フラグを記憶している間メッセージランプＭＬを
点灯させるように制御する。
【００４６】
因みにこのＩ／Ｏコントローラ４１には、パーソナルコンピュータ１が電源スイッチ１２
を介してオフ状態となったときにもバッテリ５４からバックアップ用の電源電圧が供給さ
れており、これにより設定時刻レジスタ５９、キー入力ステイタスレジスタ６０、発光ダ
イオード制御レジスタ６２及び操作キー／プログラム対応関係レジスタ６１に記憶した値
を保持し得るようになされている。
【００４７】
またＣＰＵ５０は、電源スイッチ１２を介してオン状態となると所定の駆動電圧を電源ラ
ンプＰＬに供給するようにしてその点灯を制御すると共に、パーソナルコンピュータ１を
バッテリパックから供給される電源電圧で動作させるときには所定の駆動電圧を電池ラン
プＢＬに供給するようにしてその点灯を制御し、かくしてユーザに電源のオン状態や、バ
ッテリによる起動を視覚的に報知し得るようになされている。
【００４８】
実際にＣＰＵ３５は、電源スイッチ１２を介してオン状態となると、ハードディスクドラ
イブ４０内のハードディスクに格納されているＯＳを読み出すと共に、当該読み出したＯ
Ｓを外部バス３９及び内部バス３６を順次介してＲＡＭ３７に転送して格納し、かくして
このＯＳを実行可能な状態にして起動させる。
【００４９】
そしてＣＰＵ３５は、このようにＯＳを起動させると、この結果得られる画像データを内
部バス３６を介してＲＡＭ３７に送出する。
【００５０】
この際ＲＡＭ３７の内部には、ＶＲＡＭ（Video Random Access Memory）６４が設けられ
ており、ＣＰＵ３５は、画像データをこのＶＲＡＭ６４に格納して適宜読み出すと共に、
当該読み出した画像データを内部バス３６及び外部バス３９を順次介してＬＣＤコントロ
ーラ４６に送出する。
【００５１】
これによりＬＣＤコントローラ４６は、表示部３のメイン用バックライト６５及び又はサ
ブ用バックライト６６を制御して、対応するメインパネル７及び又はサブパネル３０をそ
の背面側から照明すると共に、メインパネル７及び又はサブパネル３０をこの画像データ
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に基づいて駆動制御することによりこのメインパネル７及び又はサブパネル３０に画像デ
ータに基づく初期画面を表示させる。
【００５２】
この状態においてキーボードコントローラ４２、タッチパッドコントローラ４３及びステ
ィックポインタコントローラ４４は、ユーザにより対応する操作キー４、タッチパッド６
又はジョイスティック３１を介して操作命令が入力されると、当該入力された操作命令を
外部バス３９及び内部バス３６を順次介してＣＰＵ３５に送出する。
【００５３】
これによりＣＰＵ３５は、このように与えられる操作命令に基づいて画像データを生成し
、これを上述と同様にＶＲＡＭ６４、内部バス３６及び外部バス３９を順次介してＬＣＤ
コントローラ４６に送出し、かくしてＬＣＤコントローラ４６を介してメインパネル７及
び又はサブパネル３０に表示させている初期画面をスクロールさせたり、又は当該初期画
面上に表示させるカーソルを移動させるようにして、ユーザに初期画面及び所望する画像
情報を見ながら各種操作を実行させることができるようになされている。
【００５４】
因みにタッチパッドコントローラ４３は、タッチパッド６の検出部６Ａ表面をユーザが指
先でなぞり、又はスタイラスペン２５でなぞるとそのなぞったときの軌跡の始点及び終点
の直交座標を検出し、当該検出結果を外部バス３９及び内部バス３６を順次介してＣＰＵ
３５に送出する。
【００５５】
またスティックポインタコントローラ４４は、スティックポインタ３１Ａが傾けられると
、この傾けられた方向及び傾けられている時間を検出し、当該検出結果を外部バス３９及
び内部バス３６を順次介してＣＰＵ３５に送出する。
【００５６】
これによりＣＰＵ３５は、タッチパッドコントローラ４３及びスティックポインタコント
ローラ４４から与えられる検出結果に基づいて初期画面上のカーソルの移動ベクトルを検
出し、この検出結果に基づいて画像データを生成することにより、この画像データに基づ
いて初期画面上でカーソルをユーザの所望する位置まで移動させることができる。
【００５７】
またＣＰＵ３５は、このように初期画面上でカーソルを所定のアイコン上に移動させた後
、ユーザにより操作キー４、タッチパッド６及び又はジョイスティック３１を介して選択
指定命令（タッチパッド６又はジョイスティック３１におけるクリック操作）が与えられ
ると、例えばハードディスクドライブ４０内のハードディスクに記憶された対応するアプ
リケーションプログラムを外部バス３９及び内部バス３６を順次介して読み出してＲＡＭ
３７に転送し、当該ＲＡＭ３７に格納して起動させる。
【００５８】
そしてＣＰＵ３５は、このように所定のアプリケーションプログラムを起動させると、こ
の結果得られる所定の画像データを上述と同様にＶＲＡＭ６４、内部バス３６及び外部バ
ス３９を順次介してＬＣＤコントローラ４６に送出し、かくしてＬＣＤコントローラ４６
を介してメインパネル７及び又はサブパネル３０に表示させている初期画面上にこの画像
データに基づく所望する画像情報を重ねて表示させることができる。
【００５９】
因みにＣＰＵ３５は、操作キー４、タッチパッド６又はジョイスティック３１を介して操
作命令が入力されたときや、ＯＳ及びアプリケーションプログラムを起動させているとき
には、必要に応じて動作状態や操作状態等を表す音声データを生成し、これをインターフ
ェイス４５を介してスピーカ６８に送出することによりスピーカ６８を介してこの音声デ
ータに基づく音声を放音させる。またインターフェイス４５は、この際マイクロフォン６
９を介して音声を集音し、得られた音声データを取り込むこともできる。
【００６０】
これに加えてＣＰＵ３５は、操作キー４、タッチパッド６又はジョイスティック３１を介
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して通信用の所定の操作命令が入力されると、この操作命令に基づいてモデム４７を制御
することによりモジュラージャック２４、公衆回線網及びインターネットサービスプロバ
イダを順次介して通信ネットワークやメールサーバ等に接続することもできる。
【００６１】
これによりメールサーバ内に着信しているユーザ（自分）宛のメールを受け取ったり、又
は通信ネットワークを介して所望するホームページ等を受け取ると共に、当該受け取った
メールやホームページの画像データをＬＣＤコントローラ４６に送出することにより上述
と同様にこの画像データに基づくメールやホームページの画像情報をメインパネル７及び
又はサブパネル３０に表示させ得るようになされている。
【００６２】
ところでＣＰＵ３５は、ＬＣＤコントローラ４６を介してメインパネル７及び又はサブパ
ネル３０に初期画面を表示させた状態で、ユーザにより操作キー４、タッチパッド６又は
ジョイスティック３１を介して表示設定画面の表示が要求されると、図７に示すような表
示設定画面７０をＬＣＤコントローラ４６を介してメインパネル７及び又はサブパネル３
０に表示させる。
【００６３】
この表示設定画面７０においては、開状態表示設定領域７１と、閉状態表示設定領域７２
とが設けられ、当該開状態表示設定領域７１には、本体部２に対する表示部３の開状態に
おいて、メインパネル７にのみ初期画面及び画像情報を表示させるメイン表示選択ボタン
７３と、メインパネル７と、サブパネル３０との両方に同じ初期画面及び画像情報を表示
させる両パネル表示選択ボタン７４とが設けられている。
【００６４】
また閉状態表示設定領域７２には、本体部２に対する表示部３の閉状態において、サブパ
ネル３０にのみ初期画面及び画像情報を表示させるサブ表示選択ボタン７５と、メインパ
ネル７と、サブパネル３０とのどちらにもなにも表示させない両パネル表示取消し選択ボ
タン７６とが設けられている。
【００６５】
そしてこの表示設定画面７０においては、ユーザがタッチパッド６又はジョイスティック
３１の操作によりカーソルを所望するメイン表示選択ボタン７３、両パネル表示選択ボタ
ン７４、サブ表示選択ボタン７５又は両パネル表示取消し選択ボタン７６の上に移動させ
てクリックするようにして表示状態を選択指定した後、カーソルを決定ボタン７７上に移
動させてクリックすると、その選択指定した表示状態をメインパネル７及びサブパネル３
０に対して設定することができる。
【００６６】
因みに表示状態を選択指定した後、カーソルをキャンセルボタン７８上に移動させてクリ
ックすると、先に選択指定した表示状態を取り消して新たに選択指定し直すことができる
。
【００６７】
これに加え開状態表示設定領域７１において両パネル表示選択ボタン７４を選択指定する
ようにして表示状態を設定した後、カーソルを適用ボタン７９上に移動させてクリックす
ると、本体部２に対して表示部３を開状態にしたときに、サブパネル３０に表示される初
期画面及び画像情報を表示部３の外面３Ｅと平行に180 度程度回転させて表示させるよう
に設定することもできる。
【００６８】
実際上ＣＰＵ３５（図６）は、本体部２に対する表示部３の閉状態においてサブパネル３
０に初期画面を表示させ、かつ本体部２に対する表示部３の開状態においてメインパネル
７にのみ初期画面を表示させるような第１の表示状態に設定された場合には第１の表示設
定モードに移り、本体部２に対する表示部３の閉状態においてオン状態になると、ＬＣＤ
コントローラ４６を介してサブパネル３０に初期画面を表示させると共に、このときジョ
イスティック３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応じて初期画面上で
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カーソルを移動させるようにし、かくして必要に応じてこの初期画面上に所望する画像情
報を表示させる。
【００６９】
この状態においてＩ／Ｏコントローラ４１のＣＰＵ５０は、表示部３のスライドレバー１
０がスライドして爪部８のロックが解除され、本体部２に対して表示部３が開方向に回動
する（すなわち孔部９から爪部が離れる）と、これを開閉検出スイッチ８０を介して検出
し、この検出結果（以下、これを開情報と呼ぶ）を外部バス３９及び内部バス３６を順次
介してＣＰＵ３５に送出する。
【００７０】
これによりＣＰＵ３５は、このＣＰＵ５０から与えられる開情報に基づいてＬＣＤコント
ローラ４６を制御することによりサブパネル３０に表示させている初期画面及び画像情報
をメインパネル７に切り換えて表示させ、このときタッチパッド６又はジョイスティック
３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応じて初期画面上でカーソルを移
動させるようにし、かくして必要に応じてこの初期画面上の画像情報を切り換えたり、新
たに画像情報を重ねて表示させる。
【００７１】
因みにＩ／Ｏコントローラ４１のＣＰＵ５０は、本体部２に対して表示部３が閉状態にな
る（すなわち爪部８が孔部９に勘合する）と、これを開閉検出スイッチ８０を介して検出
し、当該検出結果（以下、これを閉情報と呼ぶ）を外部バス３９及び内部バス３６を順次
介してＣＰＵ３５に送出する。
【００７２】
これによりＣＰＵ３５は、このＣＰＵ５０から与えられる閉情報に基づいてＬＣＤコント
ローラ４６を制御することによりメインパネル７に表示させている初期画面及び画像情報
をサブパネル３０に切り換えて表示させ、このときジョイスティック３１を介して操作命
令が入力されると、この操作命令に応じて初期画面上でカーソルを移動させるようにし、
かくして必要に応じてこの初期画面上の画像情報を切り換えたり、新たに画像情報を重ね
て表示させる。
【００７３】
このようにしてＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態及び開状態に応じてサ
ブパネル３０と、メインパネル７との表示を切り換える。
【００７４】
またＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態においてサブパネル３０に初期画
面を表示させ、かつ本体部２に対する表示部３の開状態においてメインパネル７及びサブ
パネル３０の両方に初期画面を表示させるような第２の表示状態に設定された場合には第
２の表示設定モードに移り、本体部２に対する表示部３の閉状態においてオン状態になる
と、ＬＣＤコントローラ４６を介してサブパネル３０に初期画面を表示させると共に、こ
のときジョイスティック３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応じて初
期画面上でカーソルを移動させるようにして、かくして必要に応じてこの初期画面上に所
望する画像情報を表示させる。
【００７５】
この状態においてＣＰＵ３５は、本体部２に対して表示部３が開状態となりＩ／Ｏコント
ローラ４１のＣＰＵ５０から開情報が与えられると、当該開情報に基づいてＬＣＤコント
ローラ４６を制御することによりサブパネル３０にそのまま初期画面及び画像情報を表示
させると共に、これと同じものをメインパネル７に表示させ、このときタッチパッド６又
はジョイスティック３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応じてメイン
パネル７及びサブパネル３０の両方の初期画面上でカーソルを同様に移動させるようにし
、かくして必要に応じてこの初期画面上に画像情報を重ねて表示させる。
【００７６】
　因みにＣＰＵ３５は、この状態において本体部２に対して表示部３が閉状態になるとＩ
／Ｏコントローラ４１のＣＰＵ５０から与えられる閉情報に基づいてＬＣＤコントローラ
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４６を制御し、これにより再びサブパネル３０にのみ初期画面及び画像情報を表示させ、
このときジョイスティック３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応じて
初期画面上でカーソルを移動させるようにし、かくして必要に応じてこの初期画面上の画
像情報を切り換えたり、新たに画像情報を重ねて表示させる。
【００７７】
このようにしてＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態及び開状態に応じてサ
ブパネル３０と、当該サブパネル３０及びメインパネル７との表示を切り換える。
【００７８】
一方ＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態においてサブパネル３０になにも
表示させず、かつ本体部２に対する表示部３の開状態においてメインパネル７にのみ初期
画面を表示させるような第３の表示状態に設定された場合には第３の表示設定モードに移
り、本体部２に対する表示部３の閉状態においてオン状態になってもサブパネル３０には
なにも表示させないようにする。
【００７９】
そしてＣＰＵ３５は、本体部２に対して表示部３が開状態になると、Ｉ／Ｏコントローラ
４１のＣＰＵ５０から与えられる開情報に基づいてＬＣＤコントローラ４６を制御するこ
とによりメインパネル７に初期画面を表示させ、このときタッチパッド６及びジョイステ
ィック３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応じて初期画面上でカーソ
ルを移動させるようにし、かくして必要に応じてこの初期画面上の画像情報を重ねて表示
させる。
【００８０】
このようにしてＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態及び開状態に応じてメ
インパネル７の表示を切り換える。
【００８１】
またＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態においてサブパネル３０になにも
表示させず、かつ本体部２に対する表示部３の開状態においてメインパネル７及びサブパ
ネル３０の両方に初期画面を表示させるような第４の表示状態に設定された場合には第４
の表示設定モードに移り、本体部２に対する表示部３の閉状態においてオン状態になって
もサブパネル３０にはなにも表示させないようにする。
【００８２】
そしてＣＰＵ３５は、本体部２に対して表示部３が開状態になると、Ｉ／Ｏコントローラ
４１のＣＰＵ５０から与えられる開情報に基づいてＬＣＤコントローラ４６を制御するこ
とによりメインパネル７及びサブパネル３０に同じ初期画面を表示させ、このときタッチ
パッド６及びジョイスティック３１を介して操作命令が入力されると、この操作命令に応
じて初期画面上でカーソルを移動させるようにし、かくして必要に応じてこの初期画面上
の画像情報を重ねて表示させる。
【００８３】
このようにしてＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態及び開状態に応じてメ
インパネル７及びサブパネル３０の表示を切り換える。
【００８４】
因みにＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の閉状態及び開状態に係わらずに電源ス
イッチ１２を介してオン状態となると、そのとき設定されている表示状態に応じてメイン
パネル７及び又はサブパネル３０に初期画像を表示させる。
【００８５】
ところでメインパネル７及び又はサブパネル３０に初期画面を表示させる場合には、ＶＲ
ＡＭ６４における書込みアドレスの書込み開始位置から書込み終了位置までと、読出しア
ドレスの読出し開始位置から読出し終了位置までとのアドレスを一致させ、ＶＲＡＭ６４
に対してこの書込みアドレス（以下、これを通常書込みアドレスと呼ぶ）を用いて画像デ
ータを書き込むと共に、この読出しアドレス（以下、これを通常読出しアドレスと呼ぶ）
を用いて当該画像データを読み出す。
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【００８６】
そして本体部２に対して表示部３が開状態のときには、メインパネル７に初期画面及び所
望する画像情報を上方向から下方向に順次走査するように表示すると共に、本体部２に対
して表示部３が閉状態のときには、サブパネル３０に初期画面及び所望する画像情報を後
方向から前方向に順次走査するように表示する。
【００８７】
従って本体部２に対して表示部３が開状態のときのメインパネル７と、当該本体部２に対
して表示部３が閉状態のときのサブパネル３０とには、それぞれユーザが前方向側から本
体部２と対向したときに初期画面及び所望する画像情報がその文字等が逆さまにならない
正しい方向を向いて表示（以下、これを通常表示と呼ぶ）される。
【００８８】
しかしながら本体部２に対して表示部３を開状態にしてサブパネル３０に初期画面及び所
望する画像情報を表示すると、当該表示部３が開方向に回動する分、この初期画面が下方
向から上方向に順次走査されるため、メインパネル７に表示される初期画面及び所望する
画像情報に対して逆さの状態（文字等が逆さま）に表示される。
【００８９】
従ってハードディスクドライブ４０内のハードディスクには、ＶＲＡＭ６４における読出
しアドレスを変更するような所定の表示回転プログラムが予め格納されており、ＣＰＵ３
５は、サブパネル３０の表示を回転させて表示させるように設定された場合（すなわち第
２及び第４の表示設定モード）には、当該ハードディスクドライブ４０内のハードディス
クから表示回転プログラムを読み出し、当該読み出した表示回転プログラムを外部バス３
９及び内部バス３６を順次介してＲＡＭ３７に転送して格納し、かくして起動可能な状態
にする。
【００９０】
　そしてＣＰＵ３５は、第２及び第４の表示設定モードにおいて本体部２に対して表示部
３が開状態になると、Ｉ／Ｏコントローラ４１のＣＰＵ５０から与えられる開情報に基づ
いて表示回転プログラムを起動させ、ＶＲＡＭ６４に対する通常読出しアドレスを読出し
終了位置から順次読出し開始位置にかけて用いるように変更する。
【００９１】
これによりＣＰＵ３５は、通常書込みアドレスに基づいてＶＲＡＭ６４に画像データを書
き込み、通常読出しアドレスに基づいてこのＶＲＡＭ６４から書き込んだ画像データを読
み出すと共に、変更した通常読出しアドレス（以下、これを反転読出しアドレスと呼ぶ）
に基づいてＶＲＡＭ６４から画像データを読み出し、これを内部バス３６及び外部バス３
９を順次介してＬＣＤコントローラ４６に送出する。
【００９２】
かくしてＣＰＵ３５は、ＬＣＤコントローラ４６を介してメインパネル７に通常読出しア
ドレスに基づいて読み出した画像データを与えて当該画像データに基づく初期画面を通常
表示させると共に、サブパネル３０に反転読出しアドレスに基づいて読み出した画像デー
タを与えて当該画像データに基づく初期画面を上方向から下方向に順次走査するようにし
て、表示部３の外面３Ｅと平行に通常表示から 180度程度回転させた状態に表示（以下、
これを回転表示と呼ぶ）させるようにする。
【００９３】
従ってこのパーソナルコンピュータ１においては、ユーザが前方向側から本体部２と対向
するように位置すればメインパネル７を介して通常表示させた初期画面を見ることができ
ると共に、ユーザが後方向側から本体部２と対向するように位置してもサブパネル３０を
介して回転表示させた初期画面をメインパネル７の通常表示と同じ状態で見ることができ
る。
【００９４】
ところでこのようなサブパネル３０及びメインパネル７に対する表示処理は、ＣＰＵ３５
がハードディスクドライブ４０内のハードディスクに予め記憶されている所定の表示制御
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プログラムに基づいて実行するようになされている。
【００９５】
実際上ＣＰＵ３５は、電源スイッチ１２を介してオン状態になると、ＯＳに続いて表示制
御プログラムを起動させて図８～図１５に示す表示処理手順ＲＴ１をステップＳＰ１にお
いて開始し、続くステップＳＰ２において本体部２に対して表示部３が閉状態であるか否
かを判断する。
【００９６】
このステップＳＰ２において肯定結果を得ることは、本体部２に対して表示部３が閉状態
のまま電源スイッチ１２を介してオン状態となったことを意味し、この場合ＣＰＵ３５は
、続くステップＳＰ３に進んでこの時点の表示設定モードが第１の表示設定モードである
か否かを判断する。
【００９７】
このステップＳＰ３において、肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部
３のサブパネル３０に初期画面を通常表示させるように設定されていることを意味し、こ
の場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４に進んでＬＣＤコントローラ４６を介してサブパネ
ル３０に初期画面を通常表示させ、さらにステップＳＰ５に進んで本体部２に対して表示
部３が開状態となったか否かを判断する。
【００９８】
このステップＳＰ５において否定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部３
のサブパネル３０に初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面上に所
望する画像情報を重ねて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップ
ＳＰ６に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを判断する
。
【００９９】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６において電源がオン状態のままであり否定結果
を得るとステップＳＰ４に戻り、この後このステップＳＰ６において電源スイッチ１２を
介して電源のオフ操作が実行されて肯定結果を得るまでの間、このステップＳＰ６－ＳＰ
４－ＳＰ５－ＳＰ６の処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して閉状態である表
示部３のサブパネル３０に初期画面及び所望する画像情報を通常表示させるようにする。
【０１００】
この後ＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６において電源のオフ操作が実行されて肯定結果
を得ると、サブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消し、
続くステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１０１】
ところでステップＳＰ５において肯定結果を得ることは、サブパネル３０に初期画面及び
所望する画像情報を表示している途中で本体部２に対して表示部３が開状態となったこと
を意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ８に進んでサブパネル３０に通常表示さ
せている初期画面及び所望する画像情報をメインパネル７にのみ引き続き通常表示させる
ようにして当該サブパネル３０の表示内容は消すようにする。
【０１０２】
次いでＣＰＵ３５は、ステップＳＰ９に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態となっ
たか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結果
を得た場合には続くステップＳＰ１０に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作
が実行されたか否かを判断する。
【０１０３】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ１０において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ８に戻り、この後このステップＳＰ１０において肯定結果を得る
までの間は、このステップＳＰ１０－ＳＰ８－ＳＰ９－ＳＰ１０の処理ループを繰り返す
ようにして本体部２に対して開状態の表示部３のメインパネル７に初期画面及び所望する
画像情報を通常表示させる。
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【０１０４】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ１０において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、メインパネル７に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報
を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１０５】
因みに上述したステップＳＰ９において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状態
の表示部３のメインパネル７に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を引き
続き本体部２に対して閉状態となった表示部３のサブパネル３０に切り換えて通常表示さ
せることを意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ４に戻るようにする。
【０１０６】
ところで上述したステップＳＰ３において、否定結果を得ることは、ユーザにより第１の
表示状態を除く他の第２～第３の表示状態のうちのいずれかが設定されていることを意味
し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ１１に進んでこの時点の表示設定モードが第２
の表示設定モードであるか否かを判断する。
【０１０７】
このステップＳＰ１１において、肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示
部３のサブパネル３０に初期画面を通常表示させるように設定されていることを意味し、
この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ１２に進んでＬＣＤコントローラ４６を介してサブ
パネル３０に初期画面を通常表示させ、さらにステップＳＰ１３に進んで本体部２に対し
て表示部３が開状態となったか否かを判断する。
【０１０８】
このステップＳＰ１３において否定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部
３のサブパネル３０に初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面上に
所望する画像情報を重ねて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステッ
プＳＰ１４に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを判断
する。
【０１０９】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ１４において電源がオン状態のままであり否定結
果を得るとステップＳＰ１２に戻り、この後このステップＳＰ１４において電源スイッチ
１２を介して電源のオフ操作が実行されて肯定結果を得るまでの間、このステップＳＰ１
４－ＳＰ１２－ＳＰ１３－ＳＰ１４の処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して
閉状態の表示部３のサブパネル３０に初期画面及び所望する画像情報を通常表示させるよ
うにする。
【０１１０】
この後ＣＰＵ３５は、このステップＳＰ１４において電源のオフ操作が実行されて肯定結
果を得ると、サブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消し
、この後ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１１１】
ところでステップＳＰ１３において肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表
示部３のサブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を引き続き
本体部２に対して開状態となった表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７の両方に
表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ１５に進んでサブパネル
３０に対して回転表示させるように設定されているか否かを判断する。
【０１１２】
このステップＳＰ１５において肯定結果を得ることは、サブパネル３０に通常表示させて
いる初期画面及び所望する画像情報を回転表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５
は、ステップＳＰ１６に進んで表示回転プログラムに基づいてサブパネル３０に初期画面
及び所望する画像情報を回転表示させると共に、メインパネル７に同じ初期画面及び所望
する画像情報を通常表示させる。
【０１１３】
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続いてＣＰＵ３５は、ステップＳＰ１７に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ１８に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１１４】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ１８において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ１６に戻り、この後このステップＳＰ１８において肯定結果を得
るまでの間は、このステップＳＰ１８－ＳＰ１６－ＳＰ１７－ＳＰ１８の処理ループを繰
り返すようにして本体部２に対して開状態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル
７に同じ初期画面及び所望する画像情報を表示させる。
【０１１５】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ１８において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に表示させている初期画面及び所
望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する
。
【０１１６】
因みに上述したステップＳＰ１７において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に表示させている同じ初期画面及び所
望する画像情報を引き続き本体部２に対して閉状態となった表示部３のサブパネル３０に
のみ切り換えて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ１２に
戻るようにする。
【０１１７】
また上述したステップＳＰ１５において否定結果を得ることは、サブパネル３０に通常表
示させている初期画面及び所望する画像情報を当該サブパネル３０及びメインパネル７の
両方に通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ１９に進んで
サブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面及び所望する画像情報を通常表
示させる。
【０１１８】
続いてＣＰＵ３５は、ステップＳＰ２０に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ２１に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１１９】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ２１において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ１９に戻り、この後このステップＳＰ２１において肯定結果を得
るまでの間は、このステップＳＰ２１－ＳＰ１９－ＳＰ２０－ＳＰ２１の処理ループを繰
り返すようにして本体部２に対して開状態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル
７に同じ初期画面及び所望する画像情報を通常表示させる。
【０１２０】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ２１において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている初期画面及
び所望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了
する。
【０１２１】
因みに上述したステップＳＰ２０において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に表示させている同じ初期画面及び所
望する画像情報を引き続き本体部２に対して閉状態となった表示部３のサブパネル３０に
のみ切り換えて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ１２に
戻るようにする。
【０１２２】
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ところで上述したステップＳＰ１１において、否定結果を得ることは、本体部２に対して
表示部３が開状態のときにのみ初期画面を表示させるように設定されていることを意味し
、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ２２に進んで本体部２に対して表示部３が開状態
となったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が閉状態のままであり否
定結果を得た場合には続くステップＳＰ２３に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオ
フ操作が実行されたか否かを判断する。
【０１２３】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ２３において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ２２に戻り、この後このステップＳＰ２３において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ２３－ＳＰ２２－ＳＰ２３の処理ループを繰り返すように
して本体部２に対して表示部３が開状態となることを待ち受ける。
【０１２４】
因みにＣＰＵ３５は、このステップＳＰ２３において電源のオフ操作が実行されて肯定結
果を得ると、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１２５】
これに対しＣＰＵ３５は、ステップＳＰ２２において、本体部２に対して表示部３が開状
態となり肯定結果を得ると、ステップＳＰ２４に進んでこの時点の表示設定モードが第３
の表示設定モードであるか否かを判断する。
【０１２６】
ここでステップＳＰ２４において、肯定結果を得ることは、本体部２に対して表示部３が
開状態になるとメインパネル７にのみ初期画面を通常表示させるように設定されているこ
とを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ２５に進んでＬＣＤコントローラ４６
を介してメインパネル７に初期画面を通常表示させ、さらにステップＳＰ２６に進んで本
体部２に対して表示部３が閉状態となったか否かを判断する。
【０１２７】
このステップＳＰ２６において否定結果を得ることは、本体部２に対して開状態の表示部
３のメインパネル７にのみ初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面
上に所望する画像情報を重ねて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ス
テップＳＰ２７に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを
判断する。
【０１２８】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ２７において電源がオン状態のままであり否定結
果を得るとステップＳＰ２５に戻り、この後このステップＳＰ２７において電源のオフ操
作が実行されて肯定結果を得るまでの間は、このステップＳＰ２７－ＳＰ２５－ＳＰ２６
－ＳＰ２７の処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して開状態の表示部３のメイ
ンパネル７に初期画面及び所望する画像情報を通常表示させるようにする。
【０１２９】
この後ＣＰＵ３５は、このステップＳＰ２７において電源のオフ操作が実行されて肯定結
果を得ると、メインパネル７に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消し
た後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１３０】
これに対しステップＳＰ２６において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状態の
表示部３のメインパネル７に表示させている初期画面及び所望する画像情報を当該本体部
２に対して表示部３が閉状態となったことにより消すことを意味し、この場合ＣＰＵ３５
は、ステップＳＰ２８に進んでメインパネル７に表示させている初期画面及び所望する画
像情報を消すと共に、これに加えて本体部２に対して表示部３が再び開状態となるか否か
を判断するようにし、本体部２に対して表示部３が閉状態のままであり否定結果を得た場
合には続くステップＳＰ２９に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行さ
れたか否かを判断する。
【０１３１】
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このときＣＰＵ３５は、このステップＳＰ２９において、電源がオン状態であるため否定
結果を得るとステップＳＰ２８に戻り、この後このステップＳＰ２９において肯定結果を
得るまでの間は、このステップＳＰ２９－ＳＰ２８－ＳＰ２９の処理ループを繰り返すよ
うにして本体部２に対して表示部３が開状態となることを待ち受ける。
【０１３２】
　そしてＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ２９において電源のオフ操作が実行されて肯
定結果を得ると、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１３３】
これに対しＣＰＵ３５は、ステップＳＰ２８において、本体部２に対して表示部３が開状
態となり肯定結果を得ると、ステップＳＰ２５に戻るようにして再びメインパネル７に初
期画面及び所望する画像情報を通常表示させる。
【０１３４】
ところで上述したステップＳＰ２４において否定結果を得ることは、本体部２に対して表
示部３が開状態のときにのみサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面を
表示させるように設定されていることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３
０に進んでサブパネル３０に対して回転表示させるように設定されているか否かを判断す
る。
【０１３５】
このステップＳＰ３０において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状態となって
いる表示部３のサブパネル３０に初期画面を回転表示させ、かつメインパネル７に初期画
面を通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３１に進んで表
示回転プログラムに基づいてサブパネル３０に初期画面を回転表示させると共に、メイン
パネル７に同じ初期画面を通常表示させる。
【０１３６】
次いでＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３２に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ３３に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１３７】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ３３において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ３１に戻り、この後このステップＳＰ３３において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ３３－ＳＰ３１－ＳＰ３２－ＳＰ３３の処理ループを繰り
返すようにしてサブパネル３０に初期画面を回転表示させると共に、必要に応じてこの初
期画面上に所望する画像情報を重ねるように回転表示させ、かつメインパネル７にサブパ
ネル３０に表示させた初期画面及び所望する画像情報を通常表示させる。
【０１３８】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ３３において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に表示させている初期画面及び所
望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する
。
【０１３９】
因みに上述したステップＳＰ３２において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に表示させている同じ初期画面及び所
望する画像情報を当該本体部２に対して表示部３が閉状態となったことにより消すことを
意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ３４に進んでサブパネル３０及びメインパネ
ル７に表示させている同じ初期画面及び所望する画像情報を消すと共に、これに加えて本
体部２に対して表示部３が再び開状態になったか否かを判断するようにし、本体部２に対
して表示部３が閉状態のままであり否定結果を得た場合には続くステップＳＰ３５に進ん
で電源のオフ操作が実行されたか否かを判断する。
【０１４０】
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このときＣＰＵ３５は、このステップＳＰ３５において、電源がオン状態であるため否定
結果を得るとステップＳＰ３４に戻り、この後このステップＳＰ３５において肯定結果を
得るまでの間、このステップＳＰ３５－ＳＰ３４－ＳＰ３５の処理ループを繰り返すよう
にして本体部２に対して表示部３が開状態となることを待ち受ける。
【０１４１】
そしてＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ３５において電源のオフ操作が実行されて肯定
結果を得ると、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１４２】
これに対しＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３４において、本体部２に対して表示部３が開状
態となり肯定結果を得ると、ステップＳＰ３１に戻るようにして再びサブパネル３０に初
期画面を回転表示させると共に、メインパネル７に同じ初期画面を通常表示させるように
する。
【０１４３】
ところで上述したステップＳＰ３０において否定結果を得ることは、本体部２に対して開
状態となっている表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に初期画面を通常表示さ
せることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３６に進んでＬＣＤコントロー
ラ４６を介してサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面を通常表示させ
る。
【０１４４】
続いてＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３７に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ３８に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１４５】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ３８において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ３６に戻り、この後このステップＳＰ３８において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ３８－ＳＰ３６－ＳＰ３７－ＳＰ３８の処理ループを繰り
返すようにしてサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面を通常表示させ
ると共に、必要に応じてこの初期画面上に所望する画像情報を重ねるように通常表示させ
る。
【０１４６】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ３８において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に表示させている初期画面及び所
望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する
。
【０１４７】
因みに上述したステップＳＰ３７において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に表示させている同じ初期画面及び所
望する画像情報を当該本体部２に対して表示部３が閉状態となったことにより消すことを
意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ３９に進んでサブパネル３０及びメインパネ
ル７に表示させている同じ初期画面及び所望する画像情報を消すと共に、これに加えて本
体部２に対して表示部３が再び開状態になったか否かを判断するようにし、本体部２に対
して表示部３が閉状態のままであり否定結果を得た場合には続くステップＳＰ４０に進ん
で電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを判断する。
【０１４８】
このときＣＰＵ３５は、このステップＳＰ４０において、電源がオン状態であるため否定
結果を得るとステップＳＰ３９に戻り、この後このステップＳＰ４０において肯定結果を
得るまでの間は、このステップＳＰ４０－ＳＰ３９－ＳＰ４０の処理ループを繰り返すよ
うにして本体部２に対して表示部３が開状態となることを待ち受ける。
【０１４９】
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そしてＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ４０において電源のオフ操作が実行されて肯定
結果を得ると、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１５０】
これに対しＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３９において、本体部２に対して表示部３が開状
態となり肯定結果を得ると、ステップＳＰ３６に戻るようにして再びサブパネル３０及び
メインパネル７の両方に同じ初期画面を通常表示させるようにする。
【０１５１】
一方上述したステップＳＰ２において否定結果を得ることは、本体部２に対して表示部３
が開状態のまま電源スイッチ１２を介してオン状態になったことを意味し、この場合ＣＰ
Ｕ３５は、ステップＳＰ４１に進んでこの時点の表示設定モードが第１又は第３の表示設
定モードであるか否かを判断する。
【０１５２】
このステップＳＰ４１において、肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状態の表示
部３のメインパネル７にのみ初期画面を通常表示させるように設定されていることを意味
し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４２に進んでＬＣＤコントローラ４６を介して
メインパネル７に初期画面を通常表示させ、さらにステップＳＰ４３に進んで本体部２に
対して表示部３が閉状態となったか否かを判断する。
【０１５３】
このステップＳＰ４３において否定結果を得ることは、本体部２に対して開状態の表示部
３のメインパネル７に初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面上に
所望する画像情報を重ねて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステッ
プＳＰ４４に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを判断
する。
【０１５４】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ４４において電源がオン状態のままであり否定結
果を得るとステップＳＰ４２に戻り、この後このステップＳＰ４４において電源のオフ操
作が実行されて肯定結果を得るまでの間、このステップＳＰ４４－ＳＰ４２－ＳＰ４３－
ＳＰ４４の処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して開状態である表示部３のメ
インパネル７に初期画面及び所望する画像情報を通常表示させるようにする。
【０１５５】
この後ＣＰＵ３５は、このステップＳＰ４４において電源のオフ操作が実行されて肯定結
果を得ると、メインパネル７に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消し
た後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１５６】
これに対しＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４３において、本体部２に対して表示部３が閉状
態となり肯定結果を得ると、ステップＳＰ４５に進んでこの時点の表示設定モードが第１
の表示設定モードであるか否かを判断し、当該表示設定モードが第１の表示設定モードで
あり肯定結果を得るとステップＳＰ４に戻り、また表示設定モードが第３の表示設定モー
ドであり否定結果を得るとステップＳＰ２８に戻るようにしてこの後上述した処理を実行
する。
【０１５７】
ところでステップＳＰ４１において否定結果を得ることは、ユーザにより第１又は第３の
表示状態を除く他の第２又は第４の表示状態のうちのいずれか一方の表示状態が設定され
、本体部２に対して開状態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７の両方に初期
画面を表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４６に進んでサブ
パネル３０に対して回転表示させるように設定されているか否かを判断する。
【０１５８】
このステップＳＰ４６において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状態となって
いる表示部３のサブパネル３０に初期画面を回転表示させ、かつメインパネル７に初期画
面を通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４７に進んで表
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示回転プログラムに基づいてサブパネル３０に初期画面を回転表示させると共に、メイン
パネル７に同じ初期画面を通常表示させる。
【０１５９】
続いてＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４８に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ４９に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１６０】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ４９において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ４７に戻り、この後このステップＳＰ４９において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ４９－ＳＰ４７－ＳＰ４８－ＳＰ４９の処理ループを繰り
返すようにしてサブパネル３０に初期画面を回転表示させると共に、必要に応じてこの初
期画面上に所望する画像情報を重ねるように回転表示させ、かつメインパネル７にサブパ
ネル３０に表示させた初期画面及び所望する画像情報を通常表示させる。
【０１６１】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ４９において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に表示させている初期画面及び所
望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する
。
【０１６２】
またＣＰＵ３５は、ステップＳＰ４８において、本体部２に対して表示部３が閉状態とな
り肯定結果を得ると、ステップＳＰ５０に進んでこの時点の表示設定モードが第２の表示
設定モードであるか否かを判断する。
【０１６３】
このステップＳＰ５０において、肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示
部３のサブパネル３０に初期画面を通常表示させるように設定されていることを意味し、
この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ５１に進んでＬＣＤコントローラ４６を介してサブ
パネル３０に初期画面を通常表示させ、さらにステップＳＰ５２に進んで本体部２に対し
て表示部３が開状態となったか否かを判断する。
【０１６４】
このステップＳＰ５２において否定結果を得ることは、本体部２に対して表示部３が閉状
態のままサブパネル３０に初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面
上に所望する画像情報を重ねて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ス
テップＳＰ５３に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを
判断する。
【０１６５】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ５３において電源がオン状態のままであり否定結
果を得るとステップＳＰ５１に戻り、この後このステップＳＰ５３において電源のオフ操
作が実行されて肯定結果を得るまでの間、このステップＳＰ５３－ＳＰ５１－ＳＰ５２－
ＳＰ５３の処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して閉状態の表示部３のサブパ
ネル３０に初期画面及び所望する画像情報を通常表示させるようにする。
【０１６６】
この後ＣＰＵ３５は、このステップＳＰ５３において電源のオフ操作が実行されて肯定結
果を得ると、サブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消し
た後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１６７】
またステップＳＰ５２において肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部
３のサブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を引き続き本体
部２に対して開状態となった表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７の両方に表示
させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ５４に進んで表示回転プログ
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ラムに基づいてサブパネル３０に初期画面及び所望する画像情報を回転表示させると共に
、メインパネル７に同じ初期画面及び所望する画像情報を通常表示させる。
【０１６８】
次いでＣＰＵ３５は、ステップＳＰ５５に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ５６に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１６９】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ５６において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ５４に戻り、この後このステップＳＰ５６において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ５６－ＳＰ５４－ＳＰ５５－ＳＰ５６の処理ループを繰り
返すようにして本体部２に対して開状態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７
に同じ初期画面及び所望する画像情報を表示させる。
【０１７０】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ５６において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に表示させている初期画面及び所
望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する
。
【０１７１】
因みに上述したステップＳＰ５５において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に表示させている同じ初期画面及び所
望する画像情報を引き続きこの本体部２に対して閉状態となった表示部３のサブパネル３
０にのみ切り換えて表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ５１に
戻るようにする。
【０１７２】
　また上述したステップＳＰ５０において否定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７にのみ初期画面を通常表示させるよう
に設定されていることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ３４に戻るように
する。
【０１７３】
ところで上述したステップＳＰ４６において否定結果を得ることは、本体部２に対して開
状態となっている表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に初期画面を通常表示さ
せることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ５７に進んでＬＣＤコントロー
ラ４６を介してサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面を通常表示させ
る。
【０１７４】
続いてＣＰＵ３５は、ステップＳＰ５８に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ５９に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１７５】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ５９において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ５８に戻り、この後このステップＳＰ５９において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ５９－ＳＰ５８－ＳＰ５９の処理ループを繰り返すように
してサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面を通常表示させると共に、
必要に応じてこの初期画面上に所望する画像情報を重ねるように通常表示させる。
【０１７６】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ５９において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている初期画面及
び所望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了
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する。
【０１７７】
またＣＰＵ３５は、ステップＳＰ５８において本体部２に対して表示部３が閉状態となり
肯定結果を得ると、ステップＳＰ６０に進んでこの時点の表示設定モードが第２の表示設
定モードであるか否かを判断する。
【０１７８】
このステップＳＰ６０において肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部
３のサブパネル３０に初期画面を通常表示させるように設定されていることを意味し、こ
の場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ６１に進んでＬＣＤコントローラ４６を介してサブパ
ネル３０に初期画面を通常表示させ、さらにステップＳＰ６２に進んで本体部２に対して
表示部３が開状態となったか否かを判断する。
【０１７９】
このステップＳＰ６２において否定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部
３のサブパネル３０に初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面上に
所望する画像情報を重ねて通常表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステッ
プＳＰ６３に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操作が実行されたか否かを判断
する。
【０１８０】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６３において電源がオン状態のままであり否定結
果を得るとステップＳＰ６１に戻り、この後このステップＳＰ６３において電源のオフ操
作が実行されて肯定結果を得るまでの間、このステップＳＰ６３－ＳＰ６１－ＳＰ６２－
ＳＰ６３の処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して閉状態の表示部３のサブパ
ネル３０に初期画面及び所望する画像情報を通常表示させるようにする。
【０１８１】
この後ＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６３において電源のオフ操作が実行されて肯定結
果を得ると、サブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消し
た後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１８２】
またステップＳＰ６２において肯定結果を得ることは、本体部２に対して閉状態の表示部
３のサブパネル３０に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を引き続き本体
部２に対して開状態となった表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７の両方に通常
表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ６４に進んでＬＣＤコン
トローラ４６を介してサブパネル３０及びメインパネル７に同じ初期画面及び所望する画
像情報を通常表示させる。
【０１８３】
次いでＣＰＵ３５は、ステップＳＰ６５に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ６６に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１８４】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６６において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ６４に戻り、この後このステップＳＰ６６において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ６６－ＳＰ６４－ＳＰ６５－ＳＰ６６の処理ループを繰り
返すようにして本体部２に対して開状態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７
に同じ初期画面及び所望する画像情報を通常表示させる。
【０１８５】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ６６において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている初期画面及
び所望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了
する。
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【０１８６】
因みに上述したステップＳＰ６５において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている同じ初期画面及
び所望する画像情報を引き続きこの本体部２に対して閉状態となった表示部３のサブパネ
ル３０にのみ切り換えて表示させることを意味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ６
１に戻るようにする。
【０１８７】
　また上述したステップＳＰ６０において否定結果を得ることは、本体部２に対して開状
態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている初期画面及び所
望する画像情報を当該本体部２に対して表示部３が閉状態となったために消すことを意味
し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ６７に進んでサブパネル３０及びメインパネル
７に通常表示させている初期画面及び所望する画像情報を消すと共に、これに加えて本体
部２に対して表示部３が再び開状態となったか否かを判断する。
【０１８９】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６７において本体部２に対して表示部３が閉状態
のままであり否定結果を得ると、続くステップＳＰ６８に進んで電源のオフ操作が実行さ
れたか否かを判断する。
【０１９０】
ここでＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６８において電源がオン状態のままであり否定結
果を得るとステップＳＰ６７に戻り、この後このステップＳＰ６８において電源のオフ操
作が実行されて肯定結果を得るまでの間、このステップＳＰ６８－ＳＰ６７－ＳＰ６８の
処理ループを繰り返すようにして本体部２に対して表示部３が開状態となることを待ち受
ける。
【０１９１】
これに対しＣＰＵ３５は、このステップＳＰ６８において電源のオフ操作が実行されて肯
定結果を得ると、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１９２】
またステップＳＰ６７において肯定結果を得ることは、本体部２に対して表示部３が開状
態となったことによりサブパネル３０及びメインパネル７に再び初期画面を通常表示させ
ることを意味し、この場合ＣＰＵ３５は、ステップＳＰ６９に進んで本体部２に対して開
状態となった表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７の両方に同じ初期画面を通常
表示させる。
【０１９３】
次いでＣＰＵ３５は、ステップＳＰ７０に進んで本体部２に対して表示部３が閉状態とな
ったか否かを判断するようにし、本体部２に対して表示部３が開状態のままであり否定結
果を得た場合には続くステップＳＰ７１に進んで電源スイッチ１２を介して電源のオフ操
作が実行されたか否かを判断する。
【０１９４】
そしてＣＰＵ３５は、このステップＳＰ７１において、電源がオン状態であるため否定結
果を得るとステップＳＰ６９に戻り、この後このステップＳＰ７１において肯定結果を得
るまでの間、このステップＳＰ７１－ＳＰ６９－ＳＰ７０－ＳＰ７１の処理ループを繰り
返すようにして本体部２に対して開状態の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７
に同じ初期画面を通常表示させると共に、必要に応じてこの初期画面上に所望する画像情
報を重ねるようにして通常表示させる。
【０１９５】
これに対しＣＰＵ３５は、この後ステップＳＰ７１において電源のオフ操作が実行されて
肯定結果を得ると、サブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている初期画面及
び所望する画像情報を消した後、ステップＳＰ７に進んでこの表示処理手順ＲＴ１を終了
する。
【０１９６】
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また上述したステップＳＰ７０において肯定結果を得ることは、本体部２に対して開状態
の表示部３のサブパネル３０及びメインパネル７に通常表示させている同じ初期画面及び
所望する画像情報を当該本体部２に対して表示部３が閉状態となったために消すことを意
味し、この場合ＣＰＵ３５はステップＳＰ６７に戻るようにする。
【０１９７】
このようにしてＣＰＵ３５は、本体部２に対する表示部３の開状態及び閉状態と、ユーザ
によって設定される表示内容とに基づいて、サブパネル３０及びメインパネル７に対する
初期画面及び所望する画像情報の表示状態を制御し得るようになされている。
【０１９８】
以上の構成において、このパーソナルコンピュータ１では、表示部３の外面３Ｅにサブパ
ネル３０を設け、本体部２に対して表示部３が閉状態となっている場合に電源スイッチ１
２を介して電源がオン状態になると、ＣＰＵ３５が必要に応じてこのサブパネル３０に初
期画面を通常表示させる。
【０１９９】
そしてこのパーソナルコンピュータ１では、この状態において表示部３の外面３Ｅのジョ
イスティック３１を介して操作命令が入力されると、当該操作命令に応じてサブパネル３
０の初期画面上にユーザの所望する画像情報を重ねるようにして通常表示させる。
【０２００】
従ってこのパーソナルコンピュータ１では、ユーザが通勤途中の混み合っている電車の中
や、歩行中等のように本体部２に対して表示部３を容易には開状態にし難い場合でも、サ
ブパネル３０を介して所望する画像情報を表示させ、ユーザに見せることができる。
【０２０１】
またこのような状態において本体部２に対して表示部３を開状態にした場合には、これを
開閉検出スイッチ８０を介して検出すると共に、この検出結果に基づいてＣＰＵ３５がこ
のサブパネル３０に表示させている初期画面及び所望する画像情報をメインパネル７に引
き続き通常表示させるようにする。
【０２０２】
従ってこのように本体部２に対して閉状態の表示部３のサブパネル３０に初期画面及び所
望する画像情報を表示しているときに操作キー４を介して操作命令を入力する必要が生じ
た場合でも、このパーソナルコンピュータ１を起動させなおす必要がなく、本体部２に対
して表示部３を開状態にすればサブパネル３０から引き続きメインパネル７に通常表示さ
せる初期画面及び所望する画像情報を見ながら操作キー４を介して操作命令を入力させる
ことができる。
【０２０３】
ところでユーザが操作キー４、タッチパッド６を介して操作命令を入力するようにして所
望する画像情報を切り換えながらこの画像情報を他の人にも見せるような場合には、初期
画面と共に所望する画像情報をメインパネル７にのみ表示させたのでは、他の人が邪魔に
なってユーザによる操作命令の入力が煩雑になったり、ユーザによる操作命令の入力によ
り他の人が画像情報を見ずらくなるようなことが考えられる。
【０２０４】
しかしながらこのパーソナルコンピュータ１では、本体部２に対して開状態の表示部３の
サブパネル３０にＣＰＵ３５が初期画面及び所望する画像情報を必要に応じて回転表示さ
せるため、例えばユーザが本体部２の前方向側からメインパネル７を見ながら操作命令を
入力すると共に、他の人が本体部２の後方向側からサブパネル３０を見るようにすれば、
このような不具合を解消することもできる。
【０２０５】
以上の構成によれば、表示部３の外面３Ｅにサブパネル３０を設け、本体部２に対して表
示部３が閉状態となっているときに、このサブパネル３０に必要に応じて初期画面及び所
望する画像情報を表示させるようにしたことにより、本体部２に対して表示部３を容易に
は開状態にし難い場合でも、このサブパネル３０を介して所望する画像情報を表示させる
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ようにして容易に見せることができ、かくして使い勝手を向上し得るパーソナルコンピュ
ータを実現することができる。
【０２０６】
なお上述の実施の形態においては、本体部２に対して表示部３を開状態にしたときにはメ
インパネル７のみ、又はサブパネル３０及びメインパネル７の両方のいずれか一方を選択
して初期画面及び所望する画像情報を表示させるように設定するようにした場合について
述べたが、本発明はこれに限らず、これに加えてサブパネル３０にのみ初期画面及び所望
する画像情報を表示させるように設定するようにしても良い。
【０２０７】
また上述の実施の形態においては、電源スイッチ１２を本体部２の右側壁２Ｄに設けるよ
うにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば表示部３の外面３Ｅに電
源スイッチ１２を設ける等のようにこの他種々の位置に設けることができる。また例えば
電源スイッチ１２を配置スペースの関係で本体部２の一面２Ｂ又は表示部３の内面３Ａに
設けるようにした場合には、これとは別に本体部２に対して表示部３が閉状態となってい
るときでも電源をオン状態にし得るように電源スイッチ１２を設けるようにしても良い。
【０２０８】
さらに上述の実施の形態においては、本体部２に対して表示部３を開状態にしたときに、
必要に応じてサブパネル３０に初期画面及び所望する画像情報をこの表示部３の外面３Ｅ
と平行に 180度程度回転させて表示させるようにした場合について述べたが、本発明はこ
れに限らず、本体部２に対する表示部３の閉状態及び開状態において、90度、180 度、27
0 度程度のように種々の角度に回転させたり、又は回転表示を予め設定せずにサブパネル
３０に初期画面及び所望する画像情報を表示している途中で所望する角度に回転させるよ
うにしても良い。
【０２０９】
さらに上述の実施の形態においては、サブパネル３０に初期画面及び所望する画像情報を
回転表示させるときに、ＶＲＡＭ６４に対する通常読出しアドレスを反転読出しアドレス
に変更するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば通常読出し
アドレスは変更ぜずに通常書込みアドレスをその書込み終了位置から順次書込み開始位置
までのアドレスを用いるように変更するようにしても良い。
【０２１０】
さらに上述の実施の形態においては、表示部３の内面３Ａにメインパネル７を設けるよう
にした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、本体部２の一面２Ｂにメインパネ
ル７を設けるようにしても良い。
【０２１１】
さらに上述の実施の形態においては、表示部３の外面３Ｅにサブパネル３０を設けるよう
にした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、本体部２の一面２Ｂと対向する他
面にサブパネル３０を設けるようにしても良い。
【０２１２】
さらに上述の実施の形態においては、本体部２の一面２Ｂに感圧式の検出部６Ａを有する
タッチパッド６を設けるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、本体
部２の一面２Ｂ又は表示部３の内面３Ａに静電容量式の検出部を有するタッチパッドや、
トラックボール等のように、この他種々のポインティングデバイスを設けるようにしても
良い。
【０２１３】
さらに上述の実施の形態においては、表示部３の外面３Ｅにジョイスティック３１を設け
るようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、本体部２の一面２Ｂと対向
する他面に設けるようにしても良い。
【０２１４】
さらに上述の実施の形態においては、本発明を上述したノート型のパーソナルコンピュー
タ１に適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、ラップトップ
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型のワードプロセッサや、蓋部を有する携帯型の情報通信端末、表示部に対して開閉自在
に蓋部が設けられた携帯型の映像表示装置等のように、この他種々の情報処理装置に広く
適用することができる。
【０２１５】
さらに上述の実施の形態においては、主表示手段として、メインパネル７（液晶パネル）
を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、この他種々の主表
示手段を適用することができる。
【０２１６】
さらに上述の実施の形態においては、開状態において主表示手段を露出させると共に、閉
状態において主表示手段を閉塞する開閉自在な筐体ケースとして、本体部２及び表示部３
とを適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、開状態において
主表示手段を露出させると共に、閉状態において主表示手段を閉塞させることができれば
、この他種々の筐体ケースを適用することができる。
【０２１７】
さらに上述の実施の形態においては、筐体ケースの外面に外部から視認可能に設けられた
副表示手段として、サブパネル３０（液晶パネル）を適用するようにした場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、この他種々の副表示手段を適用することができる。
【０２１８】
さらに上述の実施の形態においては、主表示手段及び副表示手段のうちのいずれか一方又
は両方を必要に応じて選択し、当該選択した主表示手段及び又は副表示手段に所望する画
像情報を表示させる表示制御手段として、ＣＰＵ３５及びＬＣＤコントローラ４６を適用
するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、主表示手段及び副表示手
段のうちのいずれか一方又は両方を必要に応じて選択し、当該選択した主表示手段及び又
は副表示手段に所望する画像情報を表示させることができれば、この他種々の表示制御手
段を適用することができる。
【０２１９】
さらに上述の実施の形態においては、筐体ケースの外面に設けられ、所定の操作命令を入
力するための入力手段として、表示部３の外面３Ｅに設けられたジョイスティック３１を
適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、所定の操作命令を入
力し得るものであれば、トラックボール、タッチパッド等のポインティイングデバイスや
、操作キー等のように、この他種々の入力手段を適用することができる。因みにクリック
機能を持たないポインティイングデハイスを設ける場合には、このポインティイングデハ
イスとは別にクリック機能を有するスイッチ等を設けるようにしても良く、当該スイッチ
は、押下することによりクリック機能を発揮するものだけではなく、例えばスライドによ
りクリック機能を発揮するものでも良い。
【０２２０】
【発明の効果】
　上述のように本発明によれば、本体部と、当該本体部に、その一面を露出させ、また当
該一面を内面で閉塞するように回動可能に設けられた表示部と、当該表示部の内面に設け
られた主表示手段と、表示部の内面の裏面となる外面に設けられた副表示手段と、本体部
の一面に表示部の内面が近づけられて一面を内面で閉塞する閉状態において副表示手段を
必要に応じて選択すると共に、本体部の一面から表示部の内面が離されて一面を露出させ
る開状態において主表示手段及び副表示手段の一方又は両方を必要に応じて選択して、当
該選択した主表示手段及び又は副表示手段に所望する画像情報を表示させる表示制御手段
と、表示部の外面の縁部に設けられ、所定の操作命令を入力するためのポインティングデ
バイスとを設けるようにし、表示制御手段が、閉状態及び又は開状態において副表示手段
に表示させる画像情報の表示方向を制御すると共に、閉状態及び開状態において選択した
副表示手段及び又は主表示手段に画像情報を表示したときにポインティングデバイスを介
して操作命令が入力されると、当該入力された操作命令に基づいて副表示手段及び又は主
表示手段に画像情報を他の所望する画像情報に切り換えて表示させるようにしたことによ
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させることができると共に、当該副表示手段に表示させた画像情報を表示内容が逆さまに
ならないように正しい表示方向で見せることができ、また閉状態及び開状態において副表
示手段及び又は主表示手段に画像情報を表示すると、ポインティングデバイスを操作させ
て当該画像情報を他の所望する画像情報に切り換えて表示させることができ、かくして本
体部及び表示部の開閉に係わらずに所望する画像情報を提供し得る情報処理装置を実現す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるノート型のパーソナルコンピュータの構成の一実施の形態を示す略
線的外観図ある。
【図２】本体部に対して表示部が閉状態のときのパーソナルコンピュータの前側壁の構成
を示す略線的正面図である。
【図３】本体部に対して表示部が閉状態のときのパーソナルコンピュータの右側壁の構成
を示す略線的側面図である。
【図４】本体部に対して表示部が閉状態のときのパーソナルコンピュータの左側壁の構成
を示す略線的側面図である。
【図５】パーソナルコンピュータの表示部の他面の構成を示す略線的外観図である。
【図６】パーソナルコンピュータの内部の回路構成を示すブロック図である。
【図７】表示設定画面の構成を示す略線図である。
【図８】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図９】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１０】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１１】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１２】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１４】表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１５】表示処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１……パーソナルコンピュータ、２……本体部、３……表示部、４……操作キー、５……
キー配列部、６……タッチパッド、７……メインパネル、３０……サブパネル、３１……
ジョイスティック、３５、５０……ＣＰＵ、３７……ＲＡＭ、４０……ハードディスクド
ライブ、４１……Ｉ／Ｏコントローラ、４２……キーボードコントローラ、４３……タッ
チパッドコントローラ、４４……スティックポインタコントローラ、４６……ＬＣＤコン
トローラ、６４……ＶＲＡＭ、８０……開閉検出スイッチ、ＲＴ１……表示処理手順。
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